
 単元計画（外国語科）  

２ 単元の評価規準（「書くこと」） 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

【知識】 

・It＋be 動詞＋～（＋for～）＋to 不定詞，how（など）to 不定詞，主語＋tell，want

など＋目的語＋to 不定詞の特徴やきまりを理解している。 

【技能】 

・環境問題について，事実や自分の考え，気持ちなどを，簡単な語句や It＋be 動詞

＋～（＋for～）＋to 不定詞，how（など）to 不定詞，主語＋tell，want など＋目

的語＋to 不定詞などの文を用いて書く技能を身に付けている。 

環境問題について海外の生徒に

自分の考えなどを伝えるために，

話し手の内容を踏まえた上で，事

実や自分の考え，気持ちなどを整

理し，簡単な語句や文を用いて書

いている。 

環境問題について海外の生徒に

自分の考えなどを伝えるために，

話し手の内容を踏まえた上で，事

実や自分の考え，気持ちなどを整

理し，簡単な語句や文を用いて書

こうとしている。 

 

３ 指導と評価の計画 

時間 ねらい（■）・主な言語活動等（丸数字） 知 思 態 

１ ■ 単元の目標を理解する。 

■ 教師の考えを聞き，説明の要点を聞き取る。 

① ＡＬＴや教師の考えを聞き，自分の考えや気持ちを書く。 

② ①で書いた英文をペアで交換し，読み合う。 

③ 自分の考えや気持ちを相手に伝えるためにはどのように表現したらよいかを考え，全体で共有する。 

④ 教科書 Part 1 を読み，自分の気持ちなどを伝える表現に気付き，理解する。また既習表現も確認する。 

⑤ 教科書の英文を引用しながら，自分の立場を書く。 

   

２ ■ 教師の考えを聞き，賛否とその理由を聞き取る。 

①「レジ袋の有料化」について，教師の考えを聞く。 
   

     

     

６ ■ 教師の考えを聞き，賛否やその理由，具体例などを交えて自分の考えを書く。 

① 教師とやり取りを行い，既習事項を確認する。 

② メモを取りながら，教師の考えを聞く。 

③ メモを参考にしながら，自分の考えなどを整理し，簡単な語句や文を用いて話す。 

④ ③で話した自分の考えを書き，生徒同士で読み合う。 

⑤ 教師のフィードバックを聞き，自分の表現を改善する。 

   

７ ■ 海外の生徒の考えを聞き，自分の考えや気持ちなどをその理由や具体例などを交えて書く。 

① 海外の生徒からのビデオメッセージを視聴し，返信する英文を書く。 

② ①で書いた英文を交換し，ペアで読み合う。加筆や修正が必要かどうか意見を交換する。 

③ 交換した意見を基に①で書いた英文を修正し，メールを作成する。 

④ 内容面と言語面から単元の学習を振り返る。 

   

後日 パフォーマンステスト 〇 〇 〇 

 

 

１ 単元の目標 

環境問題について海外の生徒に自分の考えなどを伝えるために，話し手の内容を踏まえた上で，事実や自分の考え，気持ちなどを整理し，

簡単な語句や文を用いて書くことができる。 
単元の目標 

  を作成する 

単元の評価規準 
  を作成する 

「指導と評価の計画」 
を作成する 

Ⅰ 

Ⅱ 

Ⅲ 

◇外国語科における「内容のまとま

り」は，五つの領域（下記）です。 

・「聞くこと」 

・「読むこと」 

・「話すこと［やり取り］」 

・「話すこと［発表］」 

・「書くこと」 

 

◇外国語科では，学習指導要領におい

て言語「英語」の目標を五つの領域

別で示しており，学年ごとの目標は

各学校において設定することとし

ています。 

 

◇「教科の目標」及び「内容のまとま

り（五つの領域）ごとの評価規準等」

に基づき，各学校が生徒の発達の段

階と実情を踏まえ，学校の「学年ご

との目標」を設定した上で，単元ご

との評価規準を作成します。 

 

第１時から第７時

までは，記録に残

す評価は行わない

が，毎時間のねら

いに即して生徒の

活動の状況を把握

し指導に生かす。 

単元ごとの目標は，学年ごとの目

標を踏まえて設定します。 

【参考】 

国立教育政策研究所Web サイト 

＞全国学力・学習状況調査 

＞中学校英語指導事例集 

 

 

こちらの QR コード 

を読み取ると資料を 

御覧になれます。 

単元ごとの評価規準は，「内容のま

とまり（五つの領域）ごとの評価

規準」「学年ごとの評価規準」と同

様に，単元ごとの目標を踏まえて

設定します。 

ここでは「書くこと」についての

評価規準を示していますが，実際

の指導に当たっては，「聞くこと」

など他の領域の評価規準も設定す

ることが考えられます。 

単元の目標と評価規準を踏まえ，

評価場面や評価方法等を計画しま

す。 

確実に全員分の記録を残すのはパ

フォーマンステストの機会として

いますが，それ以外の授業におい

ても，指導の改善や生徒の学習改

善に生かすために，生徒の学習状

況を確認することが重要です。 



 
授業計画（外国語科） 

  １ 目標 

・ 教師の考えを聞き，賛否やその理由，具体例などを交えて自分の考えを書く。 

２ 評価規準 

・ 話し手の内容を踏まえた上で，事実や自分の考え，気持ちなどを整理し，簡単な語句や文を

用いて書いている。【思考・判断・表現】 

・ 話し手の内容を踏まえた上で，事実や自分の考え，気持ちなどを整理し，簡単な語句や文を

用いて書こうとしている。【主体的に学習に取り組む態度】 

３ 第６時の展開 

③ メモを参考にしながら，自分の考えなどを

整理し，簡単な語句や文を用いて話す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ ③で話した自分の考えを書き，生徒同士で

読み合う。 

 

 

⑤ 教師のフィードバックを聞き，自分の表現

を改善する。 

・賛否やその理由，具体例などの述べ方を確認

する。 

・教師の考えを引用し，自分の立場を明らかに

するよう促す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・自分の考えが明確か，理由などを述べている

かなど，特に内容面について互いの意見を交

換するよう助言する。 

 

・生徒の発表を取り上げ，全体で共有する。 

・本時のねらいを踏まえ，表現内容の適切さと

英語使用の正確さの視点から，全体にフィー

ドバックを行う。 

 

言語活動等 教師の指導のポイント 

① 教師とやり取りを行い，既習事項を確認す

る。 

 

 

② メモを取りながら，教師の考えを聞く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・やり取りの最後に本時で行う学習活動を説

明し，生徒が学習の見通しをもつことができ

るようにする。 

 

・目的に応じて，メモを取ったり情報を整理し

たりすることができるよう聞き取りのポイ

ントを明らかにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 単元計画（外国語科）の第６時の授業計画  

 

 

マッピングでの情報の整理の様子です。

この場面では，考えなどに番号を振って

伝える順序を検討していることが分かり

ます。 

本時の終盤に生徒が書いた英文です。教師の考えを聞いて把握した内容に

基づいて，自分の考えを具体例や理由とともに書いています。 

生徒が記入した

聞き取りのメモ

です。キーワー

ドを書いたり，

日本語や記号を

効果的に使った

りして情報を捉

えています。 

教師の環境問題に関する考えを聞き，その要点

や自分に何が求められているかを捉えます。 

【導入】 

生徒とやり取りを

しながら，これま

で学習したことを

確認するととも

に，この後に行う

リスニングの内容

に関連することに

ついて話します。 

【言語活動】 

授業では，外国語

によるコミュニケ

ーションにおける

見方・考え方を働

かせ，外国語によ

る聞くこと，読む

こと，話すこと，

書くことの言語活

動を通して，コミ

ュニケーションを

図る資質・能力を

育成します。 

単元計画を基に本時

の授業で身に付けさ

せる資質・能力を示

します。 

【授業を振り返って】 

 

□コミュニケーションを行

う目的や場面，状況を明

確に設定しているか 

 

□題材の工夫（話題など）

をしているか 

 

□即興で伝え合うやり取り

を行っているか 

 

□領域を統合した言語活動

を行っているか 

 

□言語材料を言語活動と効

果的に関連付けて適切に

指導しているか 


